
卒業リーダーの感想千葉ＹＭＣＡの新しい姿 

ＹＭＣＡで得たもの 千葉ＹＭＣＡは、２００４年度以降の新しい姿

を現在検討中です。問題は、事業として行ってい

る英語の語学教育が、市場競争に敗れて採算が取

れなくなってしまった状態がここ数年続いている

ことです。 

YMCA に入る前、高校卒業し

ば、大学生活では、将来のビジ

なんとなくサークルに入りまし

高校時代の友人はバラバラにな

達を見つけたいと思っていまし

接点のアルバイトでは、プロ意

られる度につまらない気分にな

一方で、行政がまだ手を差し伸べることができ

ていないＬＤ（学習障害）児を対象としたプログ

ラムや、学校５日制になり土曜日に子どもたちを

受け入れるプログラムなど、ＹＭＣＡならではの

活動が求められています。 
 そんな僕が YMCA に入って

く、一つはサークルでは得られ

年間で素人の僕が、リーダート

て、カヌーやスキーを教える、

走破するなんて事が出来るよう

ＹＭＣＡが原点に立ち返り、ＹＭＣＡとして高

い志を持って子どもたちのための活動を行うこと

ができるようにするため、千葉と柏の会館のあり

方を含めた検討が進められています。  二つ目としては人との出会い

リーダーや子どもとの出会いが

なことに挑戦しつづけているリ

成長し続ける子どもたちに卒業

れています。 

卒業リーダーを励ます会 
ＹＭＣＡの青少年活動の担い手は、大学生のリ

ーダーたちです。今年も４０名を越えるリーダー

が卒業を迎え、これらのリーダーを励ます会が３

月２３日に船橋市青少年会館で開かれました。 
 三つ目としては社会に対して

す。YMCA では自分達の力で活

きます。どうすれば子どもに楽

親はどんなことを求めているの

作りから広報まで行うことによ

しての力、プロ意識が身につき

少し長い文章もありますが、リーダーの思いを

お伝えするため、全文を載せます。 

 

 僕を成長させたのは、自分の

げるという気持ちがきっかけで

似たような人にこそ、そんな気

えればと思います。 
もっちゃりリーダ

←左の写真の後列右から 2 番目
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ダー、前列左から2番目がタン
(その１)     

たての自分といえ

ョンなんて無く、

た。私生活では、

り、早く新しい友

た。唯一社会との

識も何も無く、叱

りました。 
から得たものは多

ない経験です。４

レーニングを通し

日光まで自転車で

になっていました。 
です。たくさんの

ありました。好き

ーダーたち、日々

した今でも励まさ

の気持ちの変化で

動を作り上げてい

しんでもらえるか、

かと悩み、テーマ

って、リーダーと

ました。 
「余裕」を人に捧

す。４年前の僕と

持ちを持ってもら

ー  澤井 俊浩 
がじゃがりこリー 

 

ゴリーダーです。 



 

ＭＣＡで出会った子どもたち、そしてリーダー

の仲間、どちらもかけがえのない宝物です。 
現在は、希望通り幼稚園教員の道を歩み始めま

したが、ＹＭＣＡで得たものが自分の引き出しに

たくさん詰まっているという自信を持って、頑張

っていきたいと思っています。 
     じゃがりこリーダー 伊庭 麻裕香 

卒業リーダーの感想(その３) 

 私は学生の間の４年間、リーダーとして活動や

キャンプに参加をしました。その中で学んだ事は

数多くあり、具体的には多過ぎて書けませんが、

子どもたちやリーダー、スタッフなどさまざまな

世代の人と共に、同じ場で同じ時間を過ごした事

は、私自身の考え方も広がりいろいろと成長する

ことができました。これらの出会いや経験は私の

大切な思い出です。 
卒業リーダーへお花の贈呈です。 

卒業リーダーの感想(その２) 
現在、社会人になりまだ１ヶ月ですが、YMCA

で学んだ事がとても役に立っていると思います。

多くの事を学べる場であったYMCAにとても感謝

をしています。本当にありがとうございました。 

 「リーダー大好き！」「またキャンプに一緒に行

こうね！」そんな子どもたちの声を聞くたびに、

ＹＭＣＡのリーダーをしていて良かったなと実感

します。     タンゴリーダー 二宮 幸子 
【タンゴリーダーは、編集人の希望通り 200 文字 私は、大学３年生からの２年間をＹＭＣＡで過

ごしましたが、たった２年間という短い期間とは

思えないほど、密度の濃い充実した日々を過ごす

ことができたと思います。 

程にまとめて下さいました。ご協力ありがとう。】 

 

幼稚園教員を目指し“子どもと触れ合いたい”

という一心でリーダーを希望した当初、一人の子

どもの成長を見守り、喜び合うことや、子どもた

ちのことを真剣に考え本音でぶつかり合える仲間

と出会えるとは、想像もしていませんでした。Ｙ

 

最後の拍手！！！ 
編集後記 
 ＹＭＣＡのリーダーたちにとっては仲間と自由

に集える場があることが大切です。そこへ行けば

誰かに会える、話ができる、そんな場が必要です。

船橋地域デポとしてもリーダーの溜まり場として

使える、家賃の安い物件を探しています。不動産

情報をお持ちの方はお知らせください。  （槇） チックサク、チックサク、ホイホイホイ！ 


